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滋賀県における
幼保小の架け橋プログラム事業

実施状況について

滋賀県湖南市立石部南小学校

教頭 村地 和代

satoko-k
スタンプ



〇県幼保小接続事業「学びに向かう力推進（育み）事業」（H.27～）
・令和２年度からは、指定の小学校に加配教員を配置し、加配教員が保育に参加す
ることにより小学校側の幼保小接続への意識改革を図り、架け橋期カリキュラム
の検証・改善。（２年間指定）
▲研究終了後の継続。取組が「点」に留まり「面」として広がりにくい
▲研究指定は公立園のみ。現場の実態と乖離。

〇行政の仕組み
 ▲施設類型ごとに担当課が分かれ、企画・運営を共同で行う体制は整っていない。
▲持続可能な幼保小接続の仕組みづくりに課題。
▲幼児教育センターの設置なし。

〇接続カリキュラムについて
 ▲園と小が別個で策定しており、協働して作成していない。
▲年度の途中で見直すことはほぼない。
▲“小学校に慣れる”ためのカリキュラムになっている。

滋賀県の架け橋プログラム以前の幼保小連携・接続

園
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令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

１
Ａ小学校区

（公立小・公立幼）
彦根市立城東小学校区
（国委託事業と兼ねる）

２
Ｂ小学校区

（公立小・公立認こ）

Ｆ小学校区
（公立小・公立幼・
公立保・私立保）

※R6～

３
Ｃ小学校区

（公立小・公立幼）
Ｇ小学校区

（公立小・公立認こ） ※R6～

４
Ｄ小学校区

（公立小・公立幼） ※R5～ ※R7～

５
Ｅ小学校区

（公立小・公立認こ） ※R5～ ※R7～

◆県内５地域
指定校区による実践研究
（２年間指定）
・２地域は継続
・新規３地域を選考

◆新規３地域のうち、
１地域を兼ねる

◆令和5年、６年、7年の
新規地域へ研究の成果
を直接波及させる

① 仕組みづくり

国委託事業と県幼保小接続事業「学びに向かう力推進事業」との連携

チャンスを活かす！

令和４（2022）年度～
文部科学省「幼保小の架け橋プログラム事業」委託

施設類型の違いを越えた幼保小接続の研究始動！
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園と小が協働で策定

子どもの学びの姿を描き出す

子どもの学びの姿を描き出すＡnticipation
次の期の見通しをもつ

Ａnticipation
次の期の見通しをもつ

Ａnticipation
見通しをもつ

Ａnticipation
見通しをもつ

Reconstruction
実践の振り返りを踏まえた
デザインの見直し・再構成

Reconstruction
実践の振り返りを踏まえた
デザインの見直し・再構成

Reflection
ふりかえる

Reflection
ふりかえる

共通シート

実践記録

チャンスを活かす！

② 滋賀県版「架け橋期のカリキュラム枠」作成
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【滋賀県版「架け橋期のカリキュラム」枠を活用し、幼保小が協働で作成】

〇滋賀県版「架け橋期カリキュラム」共通シート
〇滋賀県版「架け橋期カリキュラム」実践記録
〇0歳～7歳までの１０の姿における
 発達や学びのプロセス

【研究１年目】

「幼保小の架け橋プログラム事業」１年目
～始動・暗中模索～

抽象度の高い
ものだと何を目
指しているのか
ぼやけてしまう。

取組を進める中
で、文言の見直し
をしてもよいかも

みんなの
願いを具体
的な子ども
の姿で描き
出すには？

壁① リズムとペースの違い

壁② 理想とする保育・授業の違い

〇それぞれの一歩を踏み出す体制づくり
〇互いを認め合い取組のよさを取り入れる「受容」の姿勢



「幼保小の架け橋プログラム事業」２年目
                                     ～受容から協同、そして協働へ～

協同でカリキュラムを見直す
① 各園の教育課程を見比べ、
共通する活動を切り抜き、配置・
整理

「活動の言葉は違うけど、やって
ることは、どの園も一緒ですね」

② ５領域で整理

「活動をバラバラで貼ってるなあ」
「付箋で、５領域がわかるように、
色分けしたらどう？」

③ 行事の位置付けを再考

「この活動（５領域内のもの）が、
行事につながるよね」
「行事は、行事だけでまとめていたけ
ど、５領域の中に入れよう！」

④ 小学校とのつながりを考える

「この活動、小学校の活動とつながり
そう」
「今の描き方だったらつながらない、
小学校も変えたいね」

小学校

園のカリキュラムが、
複数になる。
園と小学校とのつな

がりが見えにくい…。

〇作成した「架け橋期カリキュラム」の見直し
〇複数園の教育課程を一つにすることで園と
小学校の教育課程のつながりを意識
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５歳児 第１学年

時期 ４・５・６・７ ８・９・10・11・12 １・２・３ ４・５・６・７ ８・９・10・11・12 １・２・３

期待する
子ども像

心が動く、心をほぐす
～答えがないことでも、自ら考え、しなやかな心をもち、失敗を恐れず行動する～

幼児期の
終わりま
でに育っ
てほしい
姿

自立心 園生活を通して、もっとこうしたいという思いが強くなり、試行錯誤しながら、
自分なりに最後までやってみようとする。

満足感や達成感を味わい、自信をもって諦めずに取り組むようになる。

興味をもって色んなことにチャレンジし、「できた！」を味わうようになる。

「できた！」自信をもとに見通しをたて、チャレンジし続けるようになる。

思考力
の
芽生え

環境や友達の刺激を受け、試行錯誤しながらもっと楽しくしようと
工夫するようになる。

友達と考えを出し合い違いを受け入れて新しい考えを生み出そうとする。

友だちの多様な考えに刺激を受けながら、
試行錯誤する面白さを味わうようになる。

ひとりで考えたり、友達と考え合ったりして物事を解決する
面白さを味わい続けるようになる。

大切にし
たいこと

環境
単元

・子どもが、自らやってみたいと思えるような場の工夫や友達と共有できる豊かな体験の積み重ね
・友達同士の関わり（異年齢交流を含む）が活性化する場づくり

・柔軟な教科書教材の取り扱い
・児童の発想・思いを生かした単元構想

先生の
関わり

・遊びに夢中になれる時間や場を充実させるような関わりと共感的な受け止めがもてる振り返りの工夫
・個の思いを認め、友達とつなげる振り返りの充実

・入学前の活動経験や思いを引き出す問いかけ
「どうしたい？」「どうしてた？」

・子どもの気付きを教科の気付きへ ・次どうしたいかが生み出されるような振り返りの工夫

キーワード あれもやりたい！これもやりたい！ もっと もっと やりたい！ できたよ！ もっとできるよ！ 知ってる！ やりたい！ もっと もっと やりたい！ できたよ！ もっとできるよ！

主
な
教
育
課
程
・
予
想
さ
れ
る
活
動

振
り
返
り

○空き教室をフリールームとし、朝の用意が終わっ
た子どもはその部屋でゆっくり過ごしてもよいとし
たことで、安心してスタートを切ることができた。
○｢がっこうだいすき｣の学校たんけんでは、子ども
一人ひとりが行きたい場所に自由に行けるよう、全
教職員の協力を得て実施した。
○「なつがやってきた」では、遊び方などで困った
ことがあったときは、友達や先生と相談しながら進
めることができた。また、春との違いに気付けるよ
う、板書で整理した。
▲園での経験や子どもの思いを引き出せるような発
問や展開を心がけたが、教師主導になってしまうこ
ともあった。

○「たのしいあき いっぱい」では、夏から秋の
季節の移り変わりの中で、きれいに色づいた葉や
落ち葉のカサカサした音などについて、国語科
「しらせたいな 見せたいな」の学習で発見した
ことを友だちに伝えることができた。
○「あきをたのしもう」では、子ども達のやりた
い気持ちを大切に言葉掛けをしてきた。秋の物を
使った遊びを相手（園児）に合わせて改良し、レ
ベルアップしようと友だちと相談しながら進める
ことができた。デザインシートを使って子どもの
「○○したい」という思いをもとにした学習を展
開することができた。
▲秋の物を使ったおもちゃは個々に小さな物を作
ることから始まった。子ども達が、大きな材料に
気付いてダイナミックな製作ができるような準備
や材料を出すタイミングが少し遅れてしまった。

○「もうすぐ2年生」では、様々な教科の学
習や行事等において一年間でがんばってきた
ことを思い出し、友達と成長を喜び合ったり
認め合ったりすることで、自分自身の成長に
気付き、自信を深めることができた。
○一年間のことを思い返すことを通して、入
学式などで自分たちが上級生に優しく迎えて
もらったことを想起し、新1年生を温かく迎
えたいという思いをもち、入学式でどのよう
な発表をしようか考え、意欲的に話し合って
決めることができた。
▲「ふゆをたのしもう」では、子どもの思い
を聞く前に教師が凧を作ることを決め、材料
を与えてしまった。風を感じながら十分に遊
んだり園での経験を想起したりする中で出る
子どもの声を待つことが足りなかった。

滋賀県版「架け橋期カリキュラム」共通シート 【城東小学校区】校園名（ 城東小学校 ）

色水遊び
砂遊び

ジュース作り

泡遊び

虫つかみ 飼育・栽培

こいのぼり作り
かぶと作り

七夕飾り作り 絵画活動

季節の歌を歌う

楽器遊び

鉄棒、登り棒、雲梯

ボード
ゲーム

年中・年少
児との交流

砂場遊び
ままごと

一日入学

子どもの日
の集い

夕涼み会
星まつり

お誕生日会・お楽しみ会

交通安全教室

卒園式

(体)みずあそび

(体)かけっこ
リレー

(体)マット
あそび

(体)まねっこ
あそび

(体)なわとび

(体)とびばこ
あそび

(体)リズム
あそび

(体)いっしょに
あそぼう

がっこう
だいすき

(国)おはなし
きこう

(国)どうぞ
よろしく

ひらがなの学習 カタカナ・漢字の学習

(音)うたって
なかよし

(図)ごちそうパー
ティーはじめよう

(図)うつした
かたちから

(音)はくにのって
リズムを
うとう (図)でこぼ

こはっけん

(音)がっきとなかよくなろう

(図)はこで
つくったよ

(図)おはなしからうまれたよ

(図)みてみて
あのね

(音)ようすを
おもいうかべよう 音楽会

校外学習

入学式

運動会

卒業式

いきものとなかよし

たのしいあきいっぱい

(生)ふゆをたのしもう
保幼こ小
交流

(生)はるにさくはな

もうすぐ２年生

(生)そとで
あそぼう

あきをたのしもう

(算)いろいろな
かたち(立体)

(算)10までの
かず

(算)10より
おおきいかず

(算)くりあがり・くりさがりの
たしざん・ひきざん

(算)たしざんカード
ひきざんカード

【学級会】教師が司会となって話し合う
【学級会】自分たちで

話し合って決めるよさを味わう【学級会】教師が導きながら話し合う

(生)なつがやってきた

(生)たねおくり

(生)きれいにさいてね

(国)しらせたいな
見せたいな

(国)おおきく
なった (国)いいこといっぱい

一年生

(国)かんじの
かたち

(体)ボール
あそび

(体)てつ
ぼう (体)持久走

(道)たのしい
がっこう

(道)どんな
あいさつを
しますか

(道)ありがとう (道)あなたって
どんな人？

・子どもが、自らやってみたいと思える環境の工夫

・友達同士の関わり（異年齢交流を含む）が活性化する場づくり
・子どもと先生が共に作る環境
・同じ目的に向かって取り組みたくなる場づくり

・個の思いを認め、友達とつながる振り返りの充実・「伝えたい」を受け止める振り返りの雰囲気づくり

おみせごっこ

保幼こ小
交流

運動会

ドッジボール、サッカー

平均台、とびばこ、マット

リレー

体操

水遊び

どろんこ遊び・泥団子づくり

収穫

【使って遊ぼう】
どんぐり迷路、ネック

レス作り、ケーキ作り、
レストラン、飾り作り

園外保育・遠足

生活発表会

正月遊び
伝承遊び

雪遊び

合奏

飼育・栽培 収穫

地域の人との交流

季節を感じる散歩

短縄、大繩

鬼ごっこ

カレーパーティー

絵本 読み聞かせ

朝の会・帰りの会・ふりかえり・当番活動

製作遊び・色塗り
お手紙投函 劇遊び

令和５年度
2月

完成を急ぐので
はなく、みんなで
話し合うことを大
切にしよう！

保育や授業を参観したり、
事後研究会をしたりする中
で、再度検討しよう。

作成する過程を大切に
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「幼保小の架け橋プログラム事業」２年目
                                     ～受容から協同、そして協働へ～

保育・授業改善に向け「協働」

〇「滋賀県版学びのサイクルデザインシート（通称：ぐるぐるシート）」の開発

・幼保小接続で目指すことは、保育・授業改善
・子どもを主体とした保育・授業を先生が計画段階から意識し
実践するために開発
・“子ども主体の学びのサイクル”を幼児教育でも小学校教育でも
意識することが保育・授業改善の肝

１年目成果物

幼保小架け橋ガイドブック掲載
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やってみたい！

どうしたらいい
かな？

やってみよう！

次は、～したい！

こんなふうにしたら
どうかな？

園は指導を行う際に、「幼
児期の終わりまでに育って
ほしい姿」を考慮

教師との信頼関係に     支えられた生活

【環境の工夫】

【 小学校区】園名（ ）
滋賀県版
学びのサイクル
デザインシート

【先生の関わり】
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僕もブレーメンの
絵本を描きたい！

私はイヌ役がしたいな

お客さんを呼んだら
もっと面白そう♪

泥棒を驚かせるシーンを
やってみたい！

ネコってこんな感じ？

今日はもっと大きな声で
セリフを言いたいな。

マルチパネで
泥棒の家を作ったよ♪

〇〇ちゃん、
本物のニワトリみたい！

たくさんのお客さんが
いて緊張するなあ・・・

保育者との信頼関係に     支えられた生活

【城東小学校区】園名（彦根市立東保育園）
滋賀県版
学びのサイクル
デザインシート

◎自分なりにイメージを膨らませながら自由に
描いたり、作ったりすることができるように様々
な道具や材料を用意し環境を整えておく。

☆絵本やエプロンシアター、紙芝居など、様々
な形でお話を楽しめるようにする。

絵本の世界から
遊びに繋がる経験

ブレーメンごっこ

体を動かしてなりきり遊び

ペープサートでの
お話遊び

つきぐみの
劇遊びへ

◎遊戯室など広い空間で自由に表現するこ
とを楽しめるようにする。

☆友達の姿に興味を持ったり、個々の表現を
認めたりしながら楽しい雰囲気の中で活動が
行えるようにする。

☆友達の頑張りに気付き、刺激を受けながら取り組め
るようにする。

☆サークルタイムや集いの時間に友達の頑張っている
姿や、自分の頑張ったことを振り返ったり、劇遊びに必
要な物について話し合ったりする中で、クラス内で同じ
意識を持って遊んだり、それぞれが目的を持って取り
組んだりできるようにする。

◎保育室の一角にお話遊びのコーナーを用意し、自由
に表現したり、お話に触れたりすることを楽しめるように
する。

☆クラスで活動する時間に子どもがペープサートを使っ
てお話する機会を作るなど、友達がしている遊びやブ
レーメンのお話に興味が持てるように機会を設けていく。

◎お面を多めに用意しておき、興味を持った時に
遊びに参加できるようにする。

泥棒の家やごちそうも
作ってみたい！何を使って

作ったらいいかな？

●自分たちで役割分担をして配役を決めたり、役を演じる子とお客
さんをする子で分かれて遊びを楽しむ姿が見られた。

●友達の姿を真似たり、「〇〇ちゃん上手」と認めた
りしながらそれぞれが自由なイメージを持って楽しむ
姿が見られた。

●広い空間で自由に表現遊びを楽しむ姿が見られ
た。保育者が誘いかけて一緒にやってみたり、友達
の表現に気付いたりできるように関わっていけると、
よりクラス全体で活動を楽しむことができたと思う。

●ただ自分の思いや感じたことを伝えるだけの振り返りになってしま
うことも多かったので、子どもの思いや意見を他児に投げかけ、互い
に伝え合うことで、より実りある話し合いができたのではないか。

●「もっとこんなものがあればいいのにな」「あんなことし
てみたい」と友達や保育者に自分のイメージを伝えなが
ら遊ぶ姿が多くみられるようになってきた。

●好きな遊びの時間に絵本作りをする子、お面を作っ
ている子など一つの絵本から遊びを広げていく姿が見
られた。

●「〇〇ちゃんはどんなことしてるかな」「〇〇くんは何
を作っているんだろう」と個々で楽しんでいる遊びにも
興味が持てるように保育士が関わっていけると、遊び
が広がっていったのではないか。

園は指導を行う際
に、「幼児期の終
わりまでに育って
ほしい姿」を考慮

☆発表会までの日を子どもと一緒にカ
ウントダウンしたり、クラスでの目標を
考えたりしながら当日に向けて気持ち
を高めていけるように関わっていく。

●発表会が近づいていくにつれ、「もっと大
きい声でお客さんに聞こえるように話す」
「まっすぐ立って歌った方がかっこいい」と
見てくれるお客さんのことを考えながら、目
標を持って劇遊びに取り組む姿が見られた。

発表会

◎環境構成 ☆保育者の援助・配慮

10



⑨近くの公園には、ど
んな虫がいるのかな。
みんなで行きたいな。

【城東小学校区】校名（彦根市立城東小学校）

教師との信頼関係に     支えられた生活

滋賀県版
学びのサイクル
実践シート

○夏休みや登下校中に虫を見つけた児童の話を聞く場を設け、
「虫をさがしたい」「見たい」という思いを高められるように
する。
〇虫の本や、秋の葉っぱの本などを学級文庫に用意する。
○夏の虫探しを想起し、虫のいそうな場所を予想したり活動し
たい場所を見通したりする。
〇1人1人が行きたい所に自由に行けるように、みんなで虫探し
の約束を考える。
〇虫探しの後は、板書で校庭の配置図を簡単に示し、「どこ
で」「どんなふうに」見つけたのか、その時の状況はどうだっ
たかなどを尋ね、夏と秋の虫探しで「同じこと」「違うこと」
を挙げ、比べることで季節の違いに気付けるようにする。
〇活動後、休み時間にも各自で虫探しに行ってよいことにする。

○秋の草花や樹木、虫などの動植物の観察をしたり、どんぐ
り工作体験をしたりする校外学習（AP)を計画し、事前学習で
施設の写真を見て、どんなことができそうか予想する。
〇どんぐり工作で作ったものを家族へのお土産として持ち帰
り、「もっと作りたいな」「どんぐりで〇〇を作りたい
な。」という意欲が高まるようにする。 ○子どものつぶやきを拾い、

次の活動へ。子どもの関心が
虫から秋の宝物へむかうよう
に誘う。

秋
の
「
お
た
か
ら
」で

作
っ
て
遊
ぼ
う

①「夏休みの宿題で、虫図
鑑を作ったよ。」
「ぼくは、セミの抜け殻を
たくさん見つけたよ。」
「先生がセミの抜け殻を
もってきてくれたよ。」
「学校に行く途中、トンボ
が飛んでいたよ。」
「他にもいろんな虫がいそ
うだね。」

⑯「かわべ生き物の
森ってどんなとこ
ろ？」
「何があるのかな。」
「虫を捕まえたい
な。」
「秋の物を見つけた
い。」

⑱「虫だけでなく、どんぐりや葉っ
ぱも見つけたよ。」
「どんぐり工作、楽しかったね。」
「自分でも作ってみたいな。」

⑪「高い所にいる
虫も捕まえたい
な。」
「伸びる長い網を
持ってこよう。」
「どんぐりや葉っ
ぱを入れる袋もい
るね。」
「虫かごは肩から
下げられるものだ
と動きやすい
ね。」

学
校
で
秋
の
虫
を

探
そ
う

近
く
の
公
園
で

虫
を
探
そ
う

も
っ
と
大
き
な
公
園
で

秋
の
「
お
た
か
ら
」を

探
そ
う

⑧「もっと違う場所で
虫探ししたいな。」
「山とか行きたいな」
「かわべ生き物の
森！」
「荒神山！」
「公園は？」
「公園なら、すぐに行
けるよ。」

⑥「たくさん見つけたね。」
「今日の“ピカイチさん”をプリン
トにかこう。」
友達の“ピカイチさん”を聞く。

↓
「いろんな虫がいるな。」
「いっぱいいるやん。」

②夏にはあまり見つ
けられなかったから、
虫探しに行きたいな。

どんなことが
したいかな

虫探しに行こう

ふり返ろう

どんなことが
したいかな

⑦「うまく捕まえられなかった
よ。」
「○〇さん、捕まえるのが上手だ
ね。」
「虫とり名人だね！」
「コツがあるのかな。」
「捕まえ方を聞いてみよう。」

虫探しに行こう

ふり返ろう

計画を立てよう

計画を立てよう

ふり返ろう
どんなことが
したいかな

かわべ生き物
の森に行こう

⑲「〇〇遊びをして、楽しかったね！」
「カナヘビがたくさんいたよ！」
「大きなアリもいたよ。」
「自分でアクセサリーやどんぐりゴマを作りた
いな。」
「葉っぱを集めたら、スカートに見えたよ。」
「もっといろんなものを作りたい。」

⑫「公園にもバッタはいたね。」
「草むらが多いから、たくさんいる
ね。」
「きれいな葉っぱを見つけたよ。」
「木の実や枝もひろったよ。」

○児童の言葉を基に、約束を確認する。
〇見つけた虫、秋の物について、何か例えたり触れたりな
どして特徴を捉えている児童に共感し、対話しながら児童
なりの気付きを引き出す。
〇幼児期やこれまでの経験を基に、自然の様子や特徴につ
いて気付いたり予想したりしている児童の発言を認め、全
体へと広げていく。
〇虫探しの後は、公園の平面図を示し、「どこで」「どん
なふうに」見つけたのか、その時の状況はどうだったかを
尋ね、校庭での虫探しと比べて、どんなことが違っていた
か気付けるようにする。また、生き物を見付けた場所に注
目し、校庭との共通点も見つけていけるようにする。

⑮虫だけでなく、秋の物
をもっと見つけたいな。
もっと大きな公園へ行き
たい！

④「一人一人行くな
ら約束を考えておこ
う。」
「虫をとるなら、虫
とり網や、虫かごが
いるね！」

⑩「校庭よりもっと
たくさんの虫を捕ま
えたいな。」「たく
さん虫がいると思う
よ。」
「時間はたっぷりほ
しいな。」
「どんぐりや葉っぱ
もひろいたいな。」

計画を立てよう

⑭「どんぐりや
葉っぱで色々作り
たいな。」
「飾りとか冠を作
りたい。」
「もうすぐかわべ
生き物の森に行く
から、そこでも虫
を捕まえたい！」
「葉っぱやどんぐ
りもひろいた
い！」

⑰「森のクイズがあ
るみたい」
「広いところだから、
虫もいっぱいいるは
ず。」
「どんぐりや葉っぱ
も拾ってこよう。」

③「どこを探すとい
いかな。」
「一人一人行きたい
ところに行こう。」
「夏よりもっと時間
がほしいな。」
「秋だからトンボが
いるかな。」

⑬公園の“ピカ
イチさん”をプ
リントにかこ
う。」
友達の“ピカ

イチさん”を聞
く。

↓
校庭と比べて

どうかな。

＊授業時間だけでは、捕まえられなかった子も、休み時
間にも虫探しをしてもよいことにしたことで「～したい」
気持ちと活動が継続した。
＊虫を見つけた場所を校庭マップで表したことから、「自
分もその場所に見つけに行ってみよう」という意欲につ
ながった。

＊公園から帰った後、「秋のおたからマップ」を作
成したことで、学校での虫探しと比較し、「公園
の方が虫の種類が多い」「どんぐりや木の実
、落ち葉がいっぱいある」などを発見す
ることができた。虫だけでなく、葉っぱやどんぐ
りなどの秋の物へ、関心が広がった。

＊子ども達の発した「おたから」という言葉を大
切に、素敵なものを見つけたり、集めたり作った
りするわくわく感に繋げていった。
＊AP（校外学習）では、限られた数のどんぐり
の工作であったため、学校に戻ってから、存分
に遊べるよう、材料をたくさん集め準備を進めた。

⑤「ダンゴムシは秋にもいたよ。」
「夏にはいなかったセミがいたよ。」
「バッタがいたよ。草を入れておこう。」
「アオスジアゲハがいた！捕まえるときは、
そーっとね。」
「〇〇さん、捕まえるの上手！」
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登校した児童から、隣の生活科室で好きな
遊びをします。

自然とつながり合う子どもたち。

幼児教育での学びを踏まえた小学校の授業改善
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黒板の表示を見て、動きます。

園で育まれた力を生かして、自分たちで片
付けます。

幼児教育での学びを踏まえた小学校の授業改善
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子どもたちのわくわくは止まりません。

学校中を探検し、発見し、

ハテナ？も生まれます。

鍵のかかっている
部屋があるよ

色んなお部屋にど
うやって入るの？

国語で挨拶の仕方
を勉強したよ？

お邪魔しますじゃなくって、
失礼しますって言うんだよ

国語：なんていおうかな

カメは誰がお世話
をしているの？

幼児教育での学びを踏まえた小学校の授業改善
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入学後の子どもの様子

同じものがたくさん！
家とちがうね

きっと、ここで給食
作ってるんだよ

幼児教育での学びを踏まえた小学校の授業改善
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「みなみっこおうえんだん
のみなさん」だって

何を応援してくれるんだろう？
聞いてみたいな。
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質問してきたよ。
聞いて聞いて！

幼児教育での学びを踏まえた小学校の授業改善
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６年生がわたしたちにクイズを
出してくれたよ

全部の教室の名前がわかったよ
園の先生にも伝えたいな。

ぼくたちもクイズにしたら
いいんじゃない？

国語：ぶんをつくろう
19



写真を見せながら、見たこと、
聞いたことを豊かに伝えます。

国語：こんなものみつけたよ
20



国語：ことばをさがそう

幼児教育での学びを踏まえた小学校の授業改善
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もっとなかよ
くなりたいな

がっこうだいすき
（生活科）

みんなで
たのしく
（音）

こんなもの
みつけたよ
（国）

えんぴつをもって
かいてみよう
（国）

どんどんかくのは
たのしいな（図）

よくきいて
はなそう
（国）

10までのかず
（算）

歌う・身体
表現

話す

書く

描く

数える
並べる
比べる

自らの思いや願いの実現に向けた活動を，ゆったりとした時間の中で進める

合科的指導
「生活科を核とした
大単元」実践例 学校のひみ

つを話した
い！

みつけたもの
をかこう！

見つけたもの
を描こう！

○まいに
なったよ！

学校クイズ
をしたい！
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幼児教育での学びを踏まえた小学校の授業改善
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幼児教育での学びを踏まえた小学校の授業改善
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幼児教育での学びを踏まえた小学校の授業改善
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今までは、ガイド型の学校探検をしていました。
園の保育を参観したり、カリキュラムを作成した

りすることで、今年度は、「～したい」をつなぐこ
とを意識しました。すると、子どもが見通しをもっ
たり、次はこうしたいが生まれたりする学習になり
ました。ゆったりとした時間で、自分も無理なく進
めることができました。
ゆったり進めているのですが、昨年度と進度が変

わりません。合科関連的に進めたのがよかったのだ
と思います。

幼児教育での学びを踏まえた小学校の授業改善
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土も水も空も風も全部友だち

５歳児 第１学年

時期 ４・５・６・７ ８・９・10・11・12 １・２・３ ４・５・６・７ ８・９・10・11・12 １・２・３

期待する
子ども像

好き！やってみたい！友だちと伝え合い、認め合い、探求する姿

幼
児
期
の
終
わ
り
ま
で
に

育
っ
て
ほ
し
い
姿

思考力の芽
生え

身近な環境や友だちの刺激を受け、自ら関
わって遊び、創意工夫から生まれる変化を
楽しむ。

友だちと考えを出し合い、自分と違う考え
を受け入れながら新しい考えを生み出そう
とする。

園の経験を生かして、自分事として課題を
捉え、考えたり試行錯誤したりする。

友だちと考えを共有したり、自分と異なる
考えがあることに気付いたりしながら自分
の考えをよりよいものにする。

言葉での伝
え合い

保育者や友だちと心を通わせるなかで、絵
本や物語などに親しみながら豊かな言葉や
表現を身に付ける。

経験したことや考えたことなどを言葉で伝
えたり、相手の話を注意して聞いたりし、
言葉による伝え合いを楽しむようになる。

経験したことや考えたことなどを言葉で伝
え合う。

言葉による伝え合いを楽しみ、話し合うこ
とで自分たちの生活をよりよくしていこう
とする。

自然との関
わり・生命
尊重

自然の変化などを感じ取り、好奇心や探究心をもって考え言葉などで表現する。身近な動植物への接し方を考え、命あるものとしていたわり、大切にする気持ちをもって関わる。

大
切
に
し
た
い
こ
と

環
境
単

元 ・友だちに思いや考えを伝え共有する場づくり・考えや思いを出し合い、工夫や協力をし
・自らやってみたいと思う環境づくり ながら遊び込める環境の設定
・自然に興味関心を持てる環境づくり ・子どもが主体となり全体で話し合う場づくり

柔軟な教科書の取り扱い ゆったりとした時間設定 振り返りから次の課題へ
身近なハテナから始まる単元 児童の思考を予想し環境・用具の準備

先
生

の
関

わ
り

・安心して自分の思いを出せる関係づくり ・友だちの考えを受け入れ高め合える関係
・子どもの思いに寄り添い見守る ・一人ひとりの集団の中での役割づくり

児童のハテナを引き出す 次の課題を引き出す振り返りの工夫
園の経験を踏まえる

キ
ー

ワ
ー

ド 面白そう、やってみたい どうして、調べよう、なるほど こうすればどうなるのかな
そういう考え方もあるのか

知ってる！ どうして？ 次は、
やってみたい！ 調べたい、知りたい！ ～してみよう！

主
な
教
育
課
程
・
予
想
さ
れ
る
活
動

異年齢集団・地域の人との触れ合い 他園や小学校との交流、地域貢献

振
り
返
り

滋賀県版「架け橋期カリキュラム」共通シート（案） 【石部南小学校区】校園名（石部南小学校）

リズム運動、サーキット運動、固定遊具、サッカー、ドッジボール、鬼ごっこ(ケイドロ.氷鬼)

運動会
砂遊び、水遊び、プール遊び

縄跳び、かけっこ、リレー

こま回し、お正月遊び(かるた.すごろく)
あやとり・リリアン

園外活動
畑づくり

春～夏の散歩でいろいろな草花や虫
や小動物を見つけてわくわく

植物の栽培や虫や小動物の飼育

秋～冬の散歩で落ち葉や
木の実を探そう

マラソン、雪・氷遊び

遠足
社会見学

発表会

絵本、ごっこ遊び、言葉遊び、音遊び

折り紙、粘土遊び

作品展

夏祭り、お店屋さんごっこ

楽器演奏、劇遊び
お
別
れ
会
卒
園
式

卒
園
制
作

朝の会、帰りの会、当番活動身の回りの整理整頓、掃除

話し合い
役割分担

いろいろな道具や材料を使って描画や製作(ハサミ.のり.マジック.絵の具.段ボールなど)

の
び
の
び

体
を
使
い

わ
く
わ
く

自
然
に
触
れ

う
き
う
き

考
え
を
表
現

生
活

交
流

クッキング・食事のマナー

国：見つけ
たよ 図書館

算：10まで
の数

算：いくつ
といくつ

図：土砂

体：体ほぐし、多様な動き、
固定施設、鉄棒、ゲーム 体：水遊び

学校探検
場所→人

植物栽培
ワクワク
夏

生き物と
仲良し

楽しい
秋

昔遊びを
楽しもう

園とちがうよ
数見つけしたい

土、場所、植え
方はまかせて！

国：おむす
びころりん

学校のはてなを
見つけたい！

図：色水

音：うみ

国書：観察記
録

国：わけを
話そう

たくさんの人と出
会ったよ。もっと
知りたい！

体：表現リズム
遊び、リレー

算：色々な形

音：どんぐり
さんのおうち

国：知らせたい
な見せたいな

国書：名前

園でも劇を
したよ

種をわけ
ると…

秋のおもちゃ
を作りたい

算：広さくらべ

国：手紙で知らせよう

おもちゃランドに
招待したい

体：走・跳
マット、ゲーム

冬を
楽しもう

秋のおもちゃ
を作ろう

音：日本の歌
を楽しもう

国：ものの
名前

もうすぐ
２年生

国：くわし
く聞こう

体：跳び箱、表現
リズム遊び

体：多様な動き
ゲーム

算：大きな
数

園でもお店
やさんごっ
こをしたよ

お金を作ろう

図：いっぱい
使って何しよう

1日入学

新しい１年生を
招待したい

昔遊び名人との交流

算：同じ数ず
つわけよう

異学年と学校探検 おもちゃランドに招待

どうやって育てるの？

国：海のか
くれんぼ

生き物調べたい 図：ならべ
てならべて

音：楽器とな
かよく

図：お話
すごろく

書：かきぞめ

名人にこつを
聞こう

特別活動（学級会）を中心とした話合い活動 ～自分たちで学級を創造する～
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「幼保小の架け橋プログラム事業」３年目
                                     ～普及・啓発～

普及・啓発

〇成果物の発信

〇研修の改善
・県総合教育センターと連携した研修
・生活科と幼児教育研修の合同開催
・園長と校長の合同研修

〇幼児教育センター設置（令和６年～）
・関係機関との連携強化

〇前年度から担当者がビジョンをもち計画的に進める
〇行政担当者は伴走者として共に汗をかく

幼保小架け橋ガイドブック

幼保小架け橋実践事例DVD
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